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ロ

前
号
ハ
\
@

の
措
置
を
講
じ
た
事
業
主

対
象
者
一
人
に
つ
き
十
五
万
円
（
常
時
雇
用
す
る
労
働
者
の
数

が
三
百
人
を
超
え
な
い
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
二
十
万
円
）（
一
の
事
業
所
に
つ
き
、
一
の
年
度
に
お
け
る
当

該
措
置
及
び
前
号
ハ
_
の
措
置
の
対
象
と
な
る
労
働
者
の
数
が
十
人
を
超
え
る
場
合
は
、
当
該
事
業
所
に
つ

き
十
人
ま
で
の
支
給
に
限
る
。）

ハ

前
号
ハ
]
の
措
置
を
講
じ
た
事
業
主

対
象
者
一
人
に
つ
き
七
千
五
百
円
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て

は
、
一
万
円
）（
一
の
事
業
所
に
つ
き
、
一
の
年
度
に
お
け
る
当
該
措
置
の
対
象
と
な
る
労
働
者
の
数
が
百
人

を
超
え
る
場
合
は
、
当
該
事
業
所
に
つ
き
百
人
ま
で
の
支
給
に
限
る
。）

ニ

前
号
ハ
^
の
措
置
を
講
じ
、
か
つ
、
一
の
事
業
所
に
つ
き
、
当
該
措
置
の
適
用
を
受
け
た
労
働
者
が
四
人

以
上
生
じ
た
事
業
主

一
の
事
業
所
に
つ
き
三
十
万
円
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
四
十
万
円
）

ホ

前
号
ハ
_
の
措
置
を
講
じ
た
事
業
主

対
象
者
一
人
に
つ
き
七
万
五
千
円
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て

は
、
十
万
円
）（
一
の
事
業
所
に
つ
き
、
一
の
年
度
に
お
け
る
当
該
措
置
及
び
前
号
ハ
\
@

の
措
置
の
対
象
と

な
る
労
働
者
の
数
が
十
人
を
超
え
る
場
合
は
、
当
該
事
業
所
に
つ
き
十
人
ま
で
の
支
給
に
限
る
。）

２

前
項
第
一
号
ハ
\
ü
又
は
同
号
ハ
\
@

の
措
置
に
よ
り
転
換
又
は
雇
い
入
れ
ら
れ
た
者
が
母
子
家
庭
の
母
等
又

は
父
子
家
庭
の
父
に
該
当
す
る
場
合
に
お
け
る
同
項
第
二
号
イ
又
は
ロ
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
号
イ
\

中
「
対
象
者
一
人
に
つ
き
三
十
万
円
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
四
十
万
円
）」と
あ
る
の
は
「
母
子
家
庭

の
母
等
又
は
父
子
家
庭
の
父
で
あ
る
労
働
者
一
人
に
つ
き
四
十
万
円
、
そ
の
他
の
労
働
者
一
人
に
つ
き
三
十
万
円

（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
母
子
家
庭
の
母
等
又
は
父
子
家
庭
の
父
で
あ
る
労
働
者
一
人
に
つ
き
五
十
万

円
、
そ
の
他
の
労
働
者
一
人
に
つ
き
四
十
万
円
）」と
、
同
号
イ
]
中
「
対
象
者
一
人
に
つ
き
十
五
万
円
（
中
小
企

業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
二
十
万
円
）」と
あ
る
の
は
「
母
子
家
庭
の
母
等
又
は
父
子
家
庭
の
父
で
あ
る
労
働
者
一

人
に
つ
き
二
十
万
円
、
そ
の
他
の
労
働
者
一
人
に
つ
き
十
五
万
円
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
母
子
家
庭

の
母
等
又
は
父
子
家
庭
の
父
で
あ
る
労
働
者
一
人
に
つ
き
二
十
五
万
円
、
そ
の
他
の
労
働
者
一
人
に
つ
き
二
十
万

円
）」と
、
同
号
ロ
中
「
対
象
者
一
人
に
つ
き
十
五
万
円
（
常
時
雇
用
す
る
労
働
者
の
数
が
三
百
人
を
超
え
な
い
事

業
主
に
あ
つ
て
は
、
二
十
万
円
）」と
あ
る
の
は
「
母
子
家
庭
の
母
等
又
は
父
子
家
庭
の
父
で
あ
る
労
働
者
一
人
に

つ
き
二
十
五
万
円
、
そ
の
他
の
労
働
者
一
人
に
つ
き
十
五
万
円
（
常
時
雇
用
す
る
労
働
者
の
数
が
三
百
人
を
超
え

な
い
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
母
子
家
庭
の
母
等
又
は
父
子
家
庭
の
父
で
あ
る
労
働
者
一
人
に
つ
き
三
十
万
円
、
そ

の
他
の
労
働
者
一
人
に
つ
き
二
十
万
円
）」と
す
る
。

３

第
一
項
第
一
号
ハ
]
の
措
置
が
職
務
の
相
対
的
な
比
較
を
行
う
た
め
の
手
法
を
用
い
て
行
わ
れ
た
場
合
に
お
け

る
同
項
第
二
号
ハ
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
号
ハ
中
「
対
象
者
一
人
に
つ
き
七
千
五
百
円
（
中
小
企
業
事

業
主
に
あ
つ
て
は
、
一
万
円
）」と
あ
る
の
は
、「
対
象
者
一
人
に
つ
き
七
千
五
百
円
及
び
一
の
事
業
所
に
つ
き
七
万

五
千
円
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
対
象
者
一
人
に
つ
き
一
万
円
及
び
一
の
事
業
所
に
つ
き
十
万
円
）」と

す
る
。

第
百
十
八
条
の
三
第
一
項
中
「
発
達
障
害
者
雇
用
開
発
助
成
金
、
難
治
性
疾
患
患
者
雇
用
開
発
助
成
金
、
精
神
障

害
者
雇
用
安
定
奨
励
金
及
び
職
場
支
援
従
事
者
配
置
助
成
金
」
を
「
発
達
障
害
者
・
難
治
性
疾
患
患
者
雇
用
開
発
助

成
金
、
精
神
障
害
者
等
雇
用
安
定
奨
励
金
及
び
中
小
企
業
障
害
者
多
数
雇
用
施
設
設
置
等
助
成
金
」
に
改
め
、
同
条

第
二
項
中
「
発
達
障
害
者
雇
用
開
発
助
成
金
」
を
「
発
達
障
害
者
・
難
治
性
疾
患
患
者
雇
用
開
発
助
成
金
」に
改
め
、

同
項
第
一
号
イ
中
「
で
あ
つ
て
」
を
「
で
あ
る
」
に
改
め
、「
規
定
す
る
発
達
障
害
者
」
の
下
に
「
又
は
難
治
性
疾
患

を
有
す
る
も
の
」
を
加
え
、
同
条
第
四
項
及
び
第
五
項
を
削
る
。

第
百
十
八
条
の
三
第
六
項
中
「
精
神
障
害
者
雇
用
安
定
奨
励
金
は
」
を
「
精
神
障
害
者
等
雇
用
安
定
奨
励
金
は
」

に
改
め
、
同
項
第
一
号
イ
中
「
精
神
障
害
者
雇
用
安
定
奨
励
金
」
を
「
精
神
障
害
者
等
雇
用
安
定
奨
励
金
」に
改
め
、

同
号
ハ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

ハ

イ
の
雇
入
れ
の
日
の
前
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
に
ロ
の
雇
入
れ
を
行
う
事
業
主

で
あ
る
こ
と
。

第
百
十
八
条
の
三
第
六
項
第
一
号
ニ
中
「
又
は
ロ
」
を
削
り
、
同
号
ホ
中
「
よ
り
前
に
ロ
の
雇
入
れ
の
日
が
あ
る

場
合
に
あ
つ
て
は
ロ
の
雇
入
れ
の
日
の
前
日
か
ら
起
算
し
て
六
箇
月
前
の
日
か
ら
イ
の
雇
入
れ
の
日
か
ら
起
算
し
て

六
箇
月
を
経
過
し
た
日
ま
で
の
間
を
、
ロ
の
雇
入
れ
の
日
よ
り
前
に
イ
の
雇
入
れ
の
日
が
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
イ

の
雇
入
れ
の
日
の
前
日
か
ら
起
算
し
て
六
箇
月
前
の
日
か
ら
ロ
の
雇
入
れ
の
日
か
ら
起
算
し
て
六
箇
月
」
を
「
の
前

日
か
ら
起
算
し
て
六
箇
月
前
の
日
か
ら
一
年
」
に
改
め
、「
又
は
ロ
」
を
削
り
、
同
号
ヘ
中
「
又
は
ロ
」
を
削
り
、
同

号
ト
中
「
及
び
ロ
」
を
削
り
、
同
号
チ
を
削
る
。

第
百
十
八
条
の
三
第
六
項
第
二
号
ハ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

ハ

イ
の
雇
入
れ
の
日
の
前
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
に
ロ
の
委
嘱
を
行
う
事
業
主
で

あ
る
こ
と
。

第
百
十
八
条
の
三
第
六
項
第
二
号
ヘ
中
「
又
は
ロ
の
委
嘱
」
を
削
り
、
同
号
チ
を
削
る
。

第
百
十
八
条
の
三
第
六
項
第
三
号
ロ
中
「
及
び
第
十
号
」
を
削
り
、
同
号
ハ
中
「
被
保
険
者
が
ロ
の
課
程
を
修
了

し
た
日
」
を
「
イ
の
雇
入
れ
の
日
」
に
、「
一
年
を
経
過
し
た
日
」
を
「
一
年
六
箇
月
を
経
過
す
る
日
」
に
、「
イ
の
雇

入
れ
を
行
う
」
を
「
ロ
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
つ
た
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
ハ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

ハ

イ
の
雇
入
れ
の
日
の
前
日
か
ら
起
算
し
て
六
箇
月
前
の
日
か
ら
一
年
六
箇
月
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
に

お
い
て
、
職
場
労
働
者
に
精
神
障
害
者
支
援
講
習
を
受
講
さ
せ
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

第
百
十
八
条
の
三
第
六
項
第
五
号
を
削
る
。

第
百
十
八
条
の
三
第
六
項
第
六
号
ハ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

ハ

イ
の
雇
入
れ
の
日
の
前
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
、
そ
の
雇
用
す
る
精

神
障
害
者
で
あ
る
労
働
者
に
ロ
の
業
務
を
担
当
さ
せ
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

第
百
十
八
条
の
三
第
六
項
第
六
号
チ
を
削
り
、
同
号
を
同
項
第
五
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

六

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

イ

精
神
障
害
者
で
あ
る
六
十
五
歳
未
満
の
求
職
者
を
、
公
共
職
業
安
定
所
又
は
職
業
紹
介
事
業
者
の
紹
介
に

よ
り
、
継
続
し
て
雇
用
す
る
労
働
者
と
し
て
雇
い
入
れ
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

ロ

イ
の
雇
入
れ
に
係
る
労
働
者
の
休
職
の
期
間
（
一
箇
月
以
上
の
期
間
に
限
る
。）に
お
い
て
、
当
該
労
働
者

の
業
務
を
処
理
す
る
た
め
、
必
要
な
労
働
者
を
雇
い
入
れ
又
は
派
遣
元
事
業
主
か
ら
労
働
者
派
遣
の
役
務
の

提
供
を
受
け
た
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

ハ

イ
の
雇
入
れ
の
日
の
前
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
、
ロ
に
該
当
す
る
こ

と
と
な
つ
た
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

ニ

資
本
金
、
資
金
、
人
事
、
取
引
等
の
状
況
か
ら
み
て
、
イ
の
雇
入
れ
に
係
る
労
働
者
を
雇
用
し
て
い
た
事

業
主
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
他
の
事
業
主
以
外
の
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

ホ

イ
の
雇
入
れ
の
日
の
前
日
か
ら
起
算
し
て
六
箇
月
前
の
日
か
ら
一
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
（
ヘ
に
お

い
て
「
基
準
期
間
」
と
い
う
。）に
お
い
て
、当
該
雇
入
れ
に
係
る
事
業
所
の
労
働
者
を
解
雇
し
た
事
業
主（
天

災
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
由
の
た
め
に
事
業
の
継
続
が
不
可
能
と
な
つ
た
こ
と
又
は
労
働
者
の
責
め
に
帰

す
べ
き
理
由
に
よ
り
解
雇
し
た
事
業
主
を
除
く
。）以
外
の
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

ヘ

イ
の
雇
入
れ
に
係
る
事
業
所
に
雇
用
さ
れ
て
い
た
者
で
あ
つ
て
、
基
準
期
間
に
離
職
し
た
も
の
の
う
ち
、

当
該
基
準
期
間
に
特
定
受
給
資
格
者
と
し
て
受
給
資
格
の
決
定
が
な
さ
れ
た
も
の
の
数
等
か
ら
判
断
し
て
、

適
切
な
雇
用
管
理
を
行
つ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

ト

当
該
事
業
主
の
雇
用
す
る
労
働
者
の
離
職
状
況
及
び
イ
の
雇
入
れ
に
係
る
労
働
者
に
対
す
る
賃
金
の
支
払

の
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
を
整
備
し
て
い
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

第
百
十
八
条
の
三
第
六
項
第
七
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

七

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

イ

重
度
知
的
障
害
者
又
は
精
神
障
害
者
で
あ
る
六
十
五
歳
未
満
の
求
職
者
を
、
公
共
職
業
安
定
所
又
は
職
業

紹
介
事
業
者
の
紹
介
に
よ
り
、
継
続
し
て
雇
用
す
る
労
働
者
と
し
て
雇
い
入
れ
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

ロ

イ
の
雇
入
れ
に
係
る
労
働
者
の
行
う
業
務
に
関
す
る
一
年
以
上
の
実
務
経
験
を
有
し
、
か
つ
、
特
例
子
会

社
（
障
害
者
雇
用
促
進
法
第
四
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
の
認
定
を
受
け
た
事
業
主
に
係

る
同
項
に
規
定
す
る
子
会
社
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）に
お
い
て
障
害
者
の
雇
用
管
理
に
関
す
る
一
年
以
上
の

実
務
経
験
を
有
す
る
者
そ
の
他
の
重
度
知
的
障
害
者
又
は
精
神
障
害
者
で
あ
る
労
働
者
の
業
務
の
遂
行
に
関

す
る
必
要
な
援
助
及
び
指
導
の
業
務
に
つ
い
て
相
当
程
度
の
経
験
及
び
能
力
を
有
す
る
と
公
共
職
業
安
定
所

長
が
認
め
る
者
（
以
下
「
職
場
支
援
員
」
と
い
う
。）を
、
イ
の
雇
入
れ
に
係
る
労
働
者
に
対
す
る
業
務
の
遂

行
を
通
じ
た
雇
用
管
理
の
た
め
に
必
要
な
業
務
の
遂
行
に
関
す
る
援
助
及
び
指
導
の
業
務
を
担
当
す
る
者
と

し
て
配
置
し
て
い
る
事
業
主
（
当
該
配
置
の
日
の
前
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
を
超
え
な
い
も
の
に
限
る
。）で

あ
る
こ
と
。
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